
 

 

 

 

 

 

 

 

 

八戸市博物館では、収蔵資料を活用した体験学習（スクールプログラム）を御用意してい

ます。館内の見学や展示解説、学芸員を学校へ派遣する出前授業など、学習内容に合わせて

御活用いただけるプログラムです。 

体験学習「歴史」は、小学校高学年～中学生・高校生を主な対象とする内容です。学校の

授業と実物資料を組み合わせることで、教科書の内容や郷土の歴史について、興味・関心を

高めるきっかけとします。児童・生徒たちの学習に御活用下さい。 

 

スクールプログラム活用（例） 

◆ 博物館で… 常設展見学・解説30分＋体験学習30分 

        特別展見学30分＋体験学習30分＋質疑応答 

 ◆ 学 校 で… 学芸員のミニ講義30分～ 

         博物館資料の貸出 ＊２週間前までに御連絡下さい。 

 

【お申込み・お問い合わせ】 

八戸市博物館（根城字東構 35-1）電話：0178-44-8111／Fax：0178-24-4557 

八戸市博物館スクールプログラム 

 

体験学習「歴史」 
（学校の先生方へ） 

（１）まずは、電話でお問い合わせ下さい。   0178-44-8111 

①学校名  ②学年・クラス数  ③人数  ④希望日時  ⑤連絡先  ⑥担当の先生の名前 

⑦その他（解説・体験・出前授業の希望、事前下見、館内に関する質問、はっふる隊の利用等） 

八戸市博物館にお電話していただき、①～⑦についてお知らせ下さい。 

博物館からは、入館料や見学・体験内容、「見学依頼書」などについて説明いたします。 

（※見学のため事前に下見する場合は入館料が減免となりますので、お知らせ下さい。） 

 

（２）見学依頼文（または学芸員派遣依頼文）の提出をお願いします。 

所定の様式を記入・押印の上、郵送または来館にて、必ず実施日の前に提出して下さい。 

様式及び見本は、八戸市博物館ＨＰ【学校の先生方へ】ページからダウンロードできます。 

＊資料貸出の場合、『資料特別利用許可申請書』の提出が必要ですので、別途御相談下さい。 

びしゃもんくん 

（出前授業） 



（１）歴史資料ハンズオン 

 

（２）学芸員のミニ講義 

 

 

所要時間 30分～ 

定  員 １クラス 30名程度 

内  容 火縄銃や日本刀（模擬刀）などの歴史資料を触ったり観察したりする体験学習です。実物資

料やパネルで、分かりやすく解説します。資料の特徴を捉えることから、当時の社会の在り

方などについて考えるきっかけとします。 

活用一例 【例】火縄銃と薬研、日本刀（模擬刀）、兜、陣羽織（複製）、古銭、馬具 ほか 

①火縄銃：火縄銃の特徴について（薬研体験含む） 

②日本刀：日本刀の特徴について 

 ③兜・陣羽織：合戦の装いについて 

 ④古銭：江戸時代の貨幣について 

 

＊貸出可能な資料もありますので、 

詳しくはお問い合わせ下さい。 

所要時間 30分～ 

定  員 １クラス 30名程度 

体験内容 郷土の歴史や文化財などについて、それぞれのテーマに関連する資料を紹介しながら、学

芸員が分りやすく解説します。御希望のテーマ・内容は事前に御相談下さい。 

活用一例 【テーマ例】 

・「丹後平古墳群と蝦夷の世界」（古代） 

・「中世の城『根城』について」（中世） 

・「根城と南部氏」（中世） 

・「八戸藩のはじまり」（近世） 

・「八戸藩と参勤交代」（近世） 

・「八戸藩のお殿様」（近世） 

・「八戸の城下町」（近世） 

・「八戸の飢饉・凶作」（近世） 

・「八戸藩の幕末維新」（近世） 

・「八戸の文化財」 

・「博物館と学芸員」（職場体験） 

＊出前授業の場合、プロジェクター・スクリーン等の御用意をお願いする場合があります。 

八戸市博物館に隣接する史跡根城の広場では、復原された中世の城を見学することができます。史跡根

城跡は国の史跡に指定されているほか、日本100名城にも選ばれています。ボランティアによる無料

ガイドやワークシートを活用したプログラムもありますので、博物館の見学とあわせて御活用下さい。 

火縄銃の観察 江戸時代の貨幣 


